
 

 

第１号議案 

 

令和２年度事業報告及び収支決算について 

 

１ 令和２年度事業報告について 

 

                            自 令和 ２年 ４月 １日 

                   第３７事業年度 

                            至 令和 ３年 ３月３１日 

 

当財団は、県内企業の総合的支援機関として、新産業創出や経営革新への支援、産業技術の

高度化や科学技術の振興、産学官の共同研究開発への支援などに取り組んでいる。 

令和２年度は、既存の取組みに加え、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、経営面

で多大な影響を受けている県内中小企業を強力に支援するため、新型コロナウイルス関連に特

化した経営相談窓口を設置し、事業者の実態に応じた支援を実施したほか、感染対策のため人

の移動に制約が生じた中でも中小企業の販路開拓等の取組みを積極的に支援するため、オンラ

インを活用した商談会やマッチングイベント、セミナー等を開催した。 

 

※各事業右記載の金額は、経常費用の額である。 

 

公益目的事業 

Ⅰ 新産業の創出や地域産業の革新、地域企業の経営基盤強化のための相談・指導、情 

報提供、助成及び資金貸付等の事業 

 

決算額 

１．新事業創出等支援事業(県補他) 

  ６０，２１２千円 

県内企業の新事業の創出や経営革新などを積極的に推進するため、本県の中核的支援機関

として各支援機関と連携を取りながら、研究開発から事業化、販路開拓に至るまでの総合的

な支援を実施した。また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、経営面で多大な影

響を受けている県内中小企業を強力に支援するため、新型コロナウイルス関連に特化した相

談窓口を設置するとともに、国や県の支援策等について職員の架電によるプッシュ型の情報

提供を行う等、事業者の実態に応じた支援を実施した。さらに、事業者が円滑に事業承継を

行えるよう、国からの委託により事業承継ネットワーク参加機関と連携し、個者支援を実施

した。 
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相談事業 

専門家による窓口相談や巡回相談などにより、中小

企業の経営力の向上（経営革新・農商工連携・地域資

源活用・販路開拓・経営改善等）、創業・再チャレン

ジ、事業承継等の課題に対する指導助言を行うととも

に、企業ニーズの把握や事業化シーズの発掘等に努め

た。 

また、「認定支援機関」として、ものづくり中小企

業・小規模事業者が実施する試作品の開発や設備投資

等の計画作りを支援するとともに、補助金申請のため

の確認書発行業務を行った。 

１，１７６件 

専門家派遣事業 
地域の支援機関の要請等に基づき専門家を派遣し、

中小企業の高度･専門的な経営課題の解決を図る。 
― 

支援体制整備事業 
地域の支援機関と連携を図るため、産業支援機関連

絡会議を開催した。（令和２年７月２０日） 
１回 

経営支援強化事業 

香川県から委託を受け「新型コロナウイルス関連経

営相談窓口」を設置し、中小企業診断士等の専門家が

県内事業者に向け、国・県・市町の施策の活用方法等

に関する助言及び経営相談を行った。 

１，１３７件 

財団職員による「新型コロナウイルス関連企業支援

チーム」を編成し、県内事業者に国や県の支援策等に

ついて、架電によるプッシュ型の情報提供を行った。 

２，６３５件 

さぬき市中小企業等

経営支援相談事業 

さぬき市から同市内の商工業者などを対象とした

経営革新等に関する相談業務を受託し、相談日に専門

家を派遣した。 

個別３回 

事業承継ネットワー

ク運営事業（プッシ

ュ型） 

県内企業の事業承継への意識を喚起するため、平成

２９年度に構築した、商工会・商工会議所・金融機関

等を構成機関とする事業承継ネットワークにおいて、

事業承継診断の実施や事業承継計画策定支援を行っ

た。さらに、香川県事業承継コーディネーター１名、

事業承継ブロックコーディネーター３名を配置した

「香川県事業承継支援窓口」において、事業承継診断

により掘り起こされた支援ニーズに対して個者支援

を実施した。また、商工会の経営指導員を対象にした

事業承継支援担当者向け研修会を香川県商工会連合

会への委託により開催した。 

事業承継診断 

３，９９２件 

計画策定支援 

３９７件 

事業承継支援

窓口による個

者支援 

３９０件 

専門家派遣 

１件 

事業承継ネットワー

ク運営事業（経営者

保証解除） 

「事業承継時の経営者保証解除に向けた総合的な

対策」（中小企業庁）の策定を受け、事業承継ネット

ワーク事務局に「経営者保証コーディネーター」を配

置し、後継者への経営者保証を理由に事業承継を躊躇

している経営者を対象に経営者保証解除に向けた支

援を行った。 

支援申請件数 

１１２件 

うち、保証解除

件数１５件 

 

２．創業促進事業（国委） 

    ８９千円 

平成２５年度～平成２７年度、起業・創業、第二創業を行う者に対して、経費の一部を補

助する事業を行った。その補助事業者に対し、独立行政法人中小企業基盤整備機構から委託

を受け、フォローアップを行った。 
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３．新規創業・創業後支援事業（県補） 

    ２，１６１千円 

（１）創業支援塾事業 

創業の促進を図るため、県内での創業を目指す者を対象に、創業に当たっての実務ポイ

ントを一体的かつ体系的に学べることができ、かつ、具体的なビジネスプランを策定でき

るよう、実践的な創業支援塾を開講した。 

〇 かがわ創業塾 

日時 受講者 

令和２年８月２８日～９月２５日 

（全５回）１３時～１７時 
２９名（うち全課程修了者２７名） 

 

（２）創業後個別フォロー・創業事例発表会開催事業 

創業後間もない方を対象に、個別課題に対する相談窓口を設けるとともに、創業の成功事例

の発表の機会や情報交換の機会を設けるなど、ネットワークづくりを促進し、廃業の抑止等に

つなげた。 

① 創業後フォロー（専門家配置事業）     専門家：笠居 昭司、川上 実、筒井 恵 

開催月 件数 時間 開催月 件数 時間 

４月 － － １０月 １５ ２１ 

５月 － － １１月 １５ ２１ 

６月 １５ ２１ １２月 １５ ２１ 

７月 １５ ２１ １月 １５ ２１ 

８月 １３ ２１ ２月 １６ ２１ 

９月 １４ ２１ ３月 ５ ７ 

   総数：１３８件、１９６時間 

② 創業シンポジウム（創業事例発表会開催事業） 

日時 令和３年３月１日 １３時～１６時３０分 

    場所  香川産業頭脳化センタービル２階 一般研修室 

〇 特別講演 

『短期間での成長を目指すインバウンド観光スタートアップ ～WAmazingの挑戦～』 

  講師：ＷＡｍａｚｉｎｇ株式会社 代表取締役／CEO 加藤 史子 氏 

〇 事例発表  

・『空き家から見えてくる地域の未来 ～要らない空き家と社会貢献、地域連携による

安全安心な街づくりへの挑戦～』  

発表者：ＮＰＯ法人香川県空家空地管理センター 代表理事 宮谷 実 氏 

・『挑戦 ～創業とクラウドファンディングと新しい時代～』 

発表者：株式会社カワニシカバンプロダクト 代表取締役 川西 功志 氏 

〇 パネルディスカッション 

① ＷＡｍａｚｉｎｇ株式会社 代表取締役／CEO 加藤 史子 氏 

② ＮＰＯ法人香川県空家空地管理センター 代表理事 宮谷 実 氏 

③ 株式会社カワニシカバンプロダクト 代表取締役 川西 功志 氏 

④ 中小企業診断士 梅澤 秀樹 氏 
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４．起業等スタートアップ支援事業（県補）  

   ２４，００１千円 

県内の社会的事業における効果的な起業を促進し、地域の諸課題の解決を通じた地域活力

の向上を図ることを目的に、県内で創業する者に対して、その創業等に要する経費の一部を

補助した。また、地域経済の活性化を図ることを目的に、県内での情報通信分野における創

業、第二創業又は新分野進出をする者に対して、その創業等に要する経費の一部を補助した。 

類型 対象事業 補助金上限額 申請／採択件数 

地域課題

解決型 

地域活性化関連、子育て支援、

健康関連、買物弱者支援、まち

づくりの推進などの社会的事業

分野で、地域に蓄積された強み

などの地域資源を生かして地域

の課題の解決に資する事業 

２００万円 

（補助率 1/2以内） 
２５件／１０件 

情報通信

産業型 

次の情報通信関連の事業 

①情報サービス業、インターネ

ット付随サービス業、映像・音

声・文字情報制作業（新聞業及び

出版業を除く）、デザイン業 

②ICT、IoT などの情報通信技術

を活用し、新たな付加価値を伴

う製品またはサービスを創出す

る事業 

２００万円 

（補助率 2/3以内） 
８件／３件 

 

５．中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業（よろず支援拠点）（国委）  

  ７０，５５３千円 

中小企業・小規模事業者への支援体制を強化するため、「香川県よろず支援拠点」に、チー

フコーディネーター１名とサブチーフコーディネーター１名、コーディネーター１５名を配

置し、他の支援機関とも連携しつつ、総合的・先進的経営アドバイス、個別事案に最適な支

援チームの編成などによる中小企業支援事業を国から委託を受け実施した。 

また、中小企業の経営者等を対象に、セミナーを開催した。 

○ 相談対応件数 令和２年度 ５，６４４件（令和元年度 ２，９８５件） 

  ○ よろずセミナー実施回数 令和２年度 ２８回（令和元年度 ３５回） 

 

６．農業の６次産業化等促進事業（県委）  

  １，１５２千円 

県から委託を受け、６次産業化にむけた取り組みを支援するため、「かがわ６次産業化推進

センター相談窓口」を設置した。農林漁業者等へのサポート活動として、６次産業化プラン

ナーの派遣やセミナー等を開催し、すでに実践する農林漁業者のフォローアップや志向する

農林漁業者等に対して個別指導や助言を実施した。 

（１）かがわ６次産業化推進センター相談窓口を設置、専任プランナーを委嘱 

専任プランナー ４名を委嘱 

（２）経営改善計画支援対象者数 ６事業者 

（３）６次産業化事業相談 相談件数 ３４件 
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（４）かがわ６次産業化異業種交流会の開催  

・令和３年１月１５日（金） ホテルパールガーデン（高松市）  

参加者５７名 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ かがわ６次産業化プランナー豊田浩伸 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ 

さんわ農夢㈱ ㈱azemichi 飯田農園 

HARASHIMO BASE コープ香川 ㈱平井料理システム 

ガイナファーム㈱ 三豊市商工会 三豊市農林水産課 

 

７．知的財産活性化事業（県補）  

  ９，３６９千円 

県内企業等の知的財産の創造・保護を促進するため、「香川県知的所有権センター」を設置・

運営し、配置した知的財産権の活用を図る特許流通コーディネーターが、知的財産に関する

情報収集・提供を行うとともに、知的財産の活用を促進するため、県内企業等への相談や訪

問相談を行った。 

相談件数等 

項 目 内   容 実 績 

来訪者相談件数 特許流通に関する相談件数 １１１件 

訪問企業数 特許流通のために訪問した企業数 １２６社 

 

８．知的財産活用促進事業（県補）  

  ６，２７２千円 

県内企業等の知的財産の活用による競争力強化を促進するため、「香川県知的所有権センタ

ー」が、知的財産を活用した経営や新たな事業展開に取り組む県内企業等の経営者等を対象

に、日本弁理士会と連携して、「かがわ知財経営塾」をワークショップ形式で５回開催したほ

か、「知的財産セミナー」を４回開催した。また、大企業等が保有する開放特許の活用を通じ

て、県内企業の新商品開発や新たな事業展開を促進するため、知財マッチングセミナーをワ

ークショップ形式で１回開催したほか、「知財マッチング in かがわ２０２０」を開催し、大

企業等と県内企業との知財マッチングの機会を提供した。 

（１）かがわ知財経営塾 
 開催日 開催場所 テーマ 講 師 受講者数 

第１回 
令和２年 
１０月７日 ネクスト

香川３ F
大会議室 

ケーススタディ 
「特許の活用編」 

ディスプロ（株） 
桑原 良弘 氏 

１４名 

第２回 
令和２年 
１０月１５日 

ケーススタディ 
「トラブル対応編」 

松島国際特許事務
所 松島 理 氏 

１６名 

第３回 
令和２年 
１０月２２日 

香川産業
頭脳化セ
ンタービ
ル２F一
般研修室 

ケーススタディ 
「営業・提携編」 

松島国際特許事務
所 松島 理 氏 

１５名 

第４回 
令和２年 
１０月２９日 

ケーススタディ 
「製造・販売・事業
運営編」 

松島国際特許事務
所 松島 理 氏 

１４名 

第５回 
令和２年 
１１月４日 

ケーススタディ 
「戦略的活用編」 

ディスプロ（株） 
桑原 良弘 氏 

２０名 
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（２）知的財産セミナー 
 開催日 開催場所 テーマ 講 師 受講者数 

第１回 
令和２年 
１１月２６日 

香川産業
頭脳化セ
ンタービ
ル２F 一
般研修室 

海外ビジネス人材
育成講座 
「海外ビジネスと
知財対策」 

独立行政法人工業
所有権情報・研修館 
久永 道夫 氏 

１９名 

第２回 
令和２年 
１２月３日 

意匠法改正の概要
と意匠権の活用事
例 

レクシア特許法律
事務所 松井 宏
記 氏 

１４名 

第３回 
令和２年 
１２月１０日 

営業秘密管理 
～オープン・クロー
ズ戦略とトラブル
から学ぶ営業秘密
管理～ 

独立行政法人工業
所有権情報・研修館 
古田 恵夫 氏 

９名 

第４回 
令和２年 
１２月１７日 

ホントは怖い著作
権 
～ネット時代の落
とし穴～ 

㈱ループホール 
城田 晴栄 氏 

２０名 

 

（３）知財マッチング 

  ①知財マッチングセミナー 

開催日 開催場所 テーマ 講 師 受講者数 

令和２年 
１１月１２日 

ネクスト香川
３F大会議室 

開放特許をヒントに
した新製品の開発 

ディスプロ（株） 
桑原 良弘 氏 

１１名 

 

  ②知財マッチング inかがわ２０２０ 

知財マッチング in

かがわ２０２０

Web面談 

日  時：令和２年１１月１８日～１２月２５日 

場  所：香川産業頭脳化センタービル２F一般研修室、１F専門研修室 

開催方法：個別面談及び Web面談 

面談企業・件数：大企業等１２社、県内企業１４社 ３７件 

 

９．中小企業等外国出願支援事業（国補）  

   ５，２５９千円 

中小企業等における戦略的な外国への特許出願等を促進するため、県内中小企業等を対象

に、令和２年５月～１０月の間に３回募集し、５社、８件（特許４件、商標４件）に対して、

外国への特許出願等に要する費用の一部を助成した。 

 

１０．中小企業知的財産支援事業（国補） 

   ９，８４２千円 

  北四国地域（香川県、愛媛県）において、中小企業等が社外の技術を活用し、スピード感  

をもって、製品・技術開発や事業展開を進める「オープンイノベーション創出」を図るため、

金融機関を対象に開催する知的財産勉強会を通じて、金融機関と連携し、同地域内の中小企

業等から開放特許・技術・アイデア等のシーズ及び製品・技術開発等のニーズを収集し、企

業間の知財ビジネスマッチングを開催した。 
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 （１）金融機関向け知的財産勉強会 
 開催日 開催場所 テーマ 講 師 受講者数 

第１回 
令和２年 
９月７日 香川産業

頭脳化セ
ンタービ
ル２F 一
般研修室 

知的財産の基礎
知識 

一級知的財産管理技
能士 黒田 茂 氏 

７名 

第２回 
令和２年 
９月１７日 

知的財産の活用 ９名 

第３回 
令和２年 
９月２８日 

オープンイノベ
ーション創出 

７名 

 

 （２）知財ビジネスマッチング 

知財ビジネス

マッチング 

（香川会場） 

日  時：令和３年２月１０日 

場  所：香川産業頭脳化センタービル２F 一般研修室、１F 専門研修室等 

開催方法：個別面談及び Web 面談 

面談企業・件数：県内企業２１社 愛媛県内企業４社 ３１件 

 

１１．知的財産活用セミナー事業（国請負） 

   １，３３６千円 

  中小・中堅企業等の知的財産の積極的な活用を促進し、知的財産を活用した経営力の向上

を図るため、知的財産活用セミナーをオンラインにより、計６回開催した。 

 

テーマ 開催日 講 師 受講者数 

海外展開における知的財産
問題 
～中国・ASEANを中心に～ 

令和２年１２月２１日 
ＢＬＪ法律事務所 
遠藤 誠 氏 

９名 

令和３年１月２６日 １６名 

地域ブランド発掘・認知度向
上 

令和２年１２月２４日 
株ブランド総合研究所 
田中 章雄 氏 

８名 

令和３年２月２日 １７名 

「デザイン経営」を知る 
令和３年１月１５日 

香川大学創造工学部 
教授 大場 晴夫 氏 

１８名 

令和３年２月２４日 １９名 

 

１２．ブランド構築支援事業（国請負） 

   １，４５９千円 

  地域ブランドの創出及び商標等の知的財産の活用を図るため、四国経済産業局が選定・提

示した「まんのうひまわりオイル」について、ブランド化を目指す団体に対し、知的財産研

修会を開催するほか、ブランド力の向上や差別化戦略、模倣対策、地域商材の事業展開など

に長けた専門家を派遣し、商標等を活かした地域ブランド構築に向けた活動を支援した。 

 （１）知的財産研修会 

開催日 開催場所 テーマ 講 師 受講者数 

令和２年 
１１月１０日 

まんのう町商
工会会議室 

知的財産の活用 
一級知的財産管理技能士 
黒田 茂 氏 

７名 
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 （２）専門家支援 

 開催日 開催場所 支援内容 

第１回 令和２年１１月２７日 

まんのう町商工会
会議室 

地域商材の現状と課題の整理 

第２回 令和２年１２月１１日 
地域ブランド構築に向けた取組み
の整理 

第３回 令和３年１月８日 ロードマップ作成に向けた整理 

第４回 令和３年２月４日 ロードマップ作成・活用方法 

 

１３．プロフェッショナル人材戦略拠点事業（県委）  

   ３４，０６２千円 

県から委託を受け、プロフェッショナル人材（新たな商品、サービスの開発等、企業の成

長戦略を具現化していく人材）の地方還流を促すために設置した「プロフェッショナル人材

戦略拠点」において、戦略マネージャー１名と複数のサブマネージャー及びアシスタントを

配置し、地域の金融機関等と連携しつつ、地域の中堅中小企業におけるプロフェッショナル

人材のニーズを把握し、企業の成長戦略を支援した。また、兼業・副業等の多様な人材の活

用促進、東京・大阪での県内企業の魅力等を発信するセミナー開催等を行った。 

○プロフェッショナル人材成約件数 ９７件（うち兼業・副業人材の成約６件） 

      (令和元年度成約件数 ７８件) 

 

１４．経済研究情報事業（県補他） 

   １１，２７８千円 

インターネットや情報誌等を活用した産業情報の提供を行ったほか、企業の情報化を支援

するための情報化相談事業、人材育成のための若手社員フォローアップ研修を実施した。 

また、独創的なビジネスプランで新規創業しようとする企業や独自のビジネスモデルを構

築した企業を表彰した。 

（１）経済研究情報提供事業 

財団ホームページ、メールマガジン及び情報誌等による産業情報の提供を行った。また、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が生じた状況下においても、財団が中小企業者等に

対して行う研修、会議及び講演会等を円滑に実施するため、これらの研修等をオンライン

で行うために必要な機器やネットワーク環境を整備し、「オンライン研修等システム」を構

築するとともに、その利活用を進めた。 

情 報 提 供 媒 体 等 回 数 等 

財団ホームページやメールマガジンによる情報発信 随時 

情報誌「かがわ産業情報２１」の発行 
４回 

（４月、７月、10月、１月） 

ビジネス香川（かがわのエンジン・BKラジオ）による

財団支援内容の紹介 

かがわのエンジン：4回 

BKラジオ：20秒 CM/年 120回 
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（２）かがわ型新ビジネスモデル奨励事業 

創造的な技術や商品、サービスなどを新規に開発し、新たな顧客や付加価値を創造しよ

うとする、独創的なビジネスプランを募集・表彰した。 

【かがわビジネスモデル・チャレンジコンペ２０２０】 

・応募総数２６件 

・特典：最大２００万円の助成金、インキュベート工房の無料提供、特別低利融資等 

 ビジネスプラン 事業者 

最優秀賞 技＋技＝無限 TASUKI-Int． 

優 秀 賞 
巨大なコミュニケーションツール「デカらくが

き本」を活用した新規事業 
未伽 

優 秀 賞 
ARグラスを活用したシステムによる『個と個を

繋ぐ新しいビジネス形態』 
Panda株式会社 

 

（３）情報化基盤整備促進事業 

県内中小企業の情報化に向けた取組みを支援するため、情報化に関する相談事業を実施

した。 

内   容 回 数 等 

情報化相談事業 ４８件 

 

（４）講習会開催事業 

香川の産業高度化を支援するための人材育成事業として、若手社員フォローアップ研修

を実施した。 

講 習 会 名 開 催 日 参加人数 

新入社員研修 
新型コロナウイルス感染症の影

響により開催中止 
― 

若手社員フォローアップ研修 令和３年２月１９日 １４名 

 

１５．中小企業後継者育成事業  

  ２，０２８千円 

中小企業の経営者や後継者の育成を目的に、中小企業大学校が実施する各種研修や香川大

学大学院地域マネジメント研究科に派遣する際に必要な経費の一部を助成した。 

区     分 件数等 金 額 

中小企業大学校派遣研修事業 １４名 １,３０５千円 

香川大学大学院地域マネジメント研究科派遣研修事業 １名 ２６８千円 

 

１６．設備資金貸付債権管理事業 

   １１０千円 

   過年度貸付の回収業務等を行った。 

 

１７．国助成設備貸与債権管理事業 

   １９，０４２千円 

過年度貸与（割賦販売及びリース）の回収業務等を行った。 
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Ⅱ 産業技術の高度化及び科学技術の振興のための支援事業 

 

１．高度技術開発振興事業 

     ８，４９８千円 

（１）研修会等開催支援事業 

県内産業の技術の高度化を図るため、学術研究支援や人材・能力育成支援を実施する予

定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う影響により、学会助成の申請があっ

た１件は辞退となり、科学体験フェスティバルも実行委員会の判断により中止となった。 

区       分 開催回数 参加者数 

学術研究会の開催支援 ０回  ０名 

第２８回かがわけん科学体験フェスティバル 

（主催：かがわけん科学体験フェスティバル実行委員会等） 
中止  ０名 

 

（２）商品化技術テーマ調査事業 

大学・高専・公設試等が保有する技術資源を活用して新たな商品開発を行おうとする県

内企業等に対し、商品化・事業化の可能性についての調査研究に要する経費を助成した。 

なお、令和元年度に採択した４事業者のうち、ケイ・タス株式会社は、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響に伴い、採択事業の継続実施ができなくなったため経費の助成を辞

退した。 

令和２年度採択分【新規４件、助成額４，０００千円】  

事業者 テーマ 学術研究機関 

香川ｼｰﾑﾚｽ株式会社 

足首のサポート機能を有するソックス

を着用する事による捻挫予防と運動効

果の検証 

産業技術総合研究所 

四国センター 

四国学院大学 社会学部 

ﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽｾﾝﾀｰ 

株式会社 

スマート農業の促進を目的とした農産

物育成環境における土壌等水分検出用

ＩｏＴ機器の研究開発 

香川県農業試験場 

株式会社ｴｽｼｰｴｰ 
企業独自のノウハウを搭載可能な、現場

設置型「ＡＩナビゲータ」の開発 
香川県産業技術センター 

はなはな＊みかん 

『視覚学習みるみるメソッド®』における

香川大学教育学部による監修と治験を踏

まえた新たな治験用教材『みるみるカー

ドえほん』の共同開発 

香川大学 教育学部 

（令和元年度採択分３件、２，４４１千円） 
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（３）芦原研究支援事業 

本県出身の故芦原義重氏（関西電力㈱名誉会長、香川県名誉県民）からの寄附金による

基金を活用して創設した芦原科学賞により、県内産業の技術の高度化及び産業振興に寄与

するため、自然科学系分野において優秀な研究成果をあげた研究グループや個人の顕彰（大

賞、功労賞）並びに優秀な成果をあげることが期待できる研究グループや個人の顕彰（奨

励賞）を行った。 

区  分 内 容 等 

第２８回

芦 原 

科 学 賞 

大賞 

（賞状・楯・賞

金２００万円） 

受賞者：三菱電機(株)受配電システム製作所 

    西川 哲司 氏、津上 友成 氏 

   三菱電機エンジニアリング(株) 

    橋本 大也 氏、中井 遼司 氏 

テーマ：停電不要かつ専門技術者派遣不要な受配電設備 

の劣化診断システムの開発 

功労賞 

（賞状・楯・賞

金１００万円） 

受賞者：大倉工業(株) 

   木村 浩司 氏、福永 秀樹 氏、阪内 邦夫 氏、 

   串田 豊和 氏、莨谷 新吾 氏、西尾 祥 氏 

テーマ：ストレッチフード包装用フィルムの開発 

奨励賞 

（賞状・楯・賞

金５０万円） 

受賞者：メロディ・インターナショナル(株) 

    尾形 優子 氏、河野 弘就 氏、國方 隆良 氏、 

    杉村 拓也 氏 

テーマ：妊産婦の遠隔診療を可能にする「分娩監視装置ｉ

ＣＴＧ」と「周産期遠隔医療プラットフォーム 

Ｍｅｌｏｄｙ i」の開発 

 

（４）地域技術事業化推進事業 

① 香川大学大学院地域マネジメント研究科との連携 

香川大学大学院地域マネジメント研究科（ＭＢＡ）と連携して、地域を担う若手人材を

育成することを目的に、企業経営等の第一線で活躍している講師による授業科目「地域の

中小企業と経済活性化」を地域マネジメント研究科における提供講座として開設した。 

名  称 内   容   等 

提供講座 

「地域の中小企業

と経済活性化」 

○開催日時 

令和２年１０月６日～令和３年２月１６日 

１８時２０分～１９時５０分（毎週火曜日、全１５回） 

○開催場所 

 香川大学又信記念館、総合教育棟講義室 

○開催内容 

 提供講座の開設（中小企業経営者等による１５講座） 

○参加者数 

 学生、一般聴講者等合わせ延べ３８９名が参加 

 

２．債務保証債権管理事業等 

  １千円 

（１）債務保証 

研究開発型企業が新技術・新製品の開発や事業化を行う際に必要な資金の円滑な借入れ

を支援するため、無担保の債務保証を行う事業であり、平成２８年度までの債務保証事業

において代位弁済を執行した案件で、求償権を有する案件２件の継続管理を行った。 
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３．科学技術振興事業（国補）  

  ８６，６２７千円 

（１）戦略的基盤技術高度化支援事業 

我が国製造業の国際競争力の強化と新たな事業の創出を目指し、中小企業のものづくり

基盤技術（バイオ、情報処理、精密加工、機械制御等１２分野）の高度化に貢献できる研

究開発について事業化に向けた取組みを支援する「戦略的基盤技術高度化支援事業（サポ

イン事業）」を推進した。 

財団は事業管理機関として平成３０年度採択事業１件、新規採択事業２件について、経

済産業省から補助金を受けて進捗管理等を行った。 

○平成 30年度採択事業 （研究開発３年目の事業） 

テーマ 期間 研究機関 補助金額 

高耐疲労高強度全天候型絶縁

ロープの製造・点検技術の開発 

平成 30年８月～ 

令和３年３月 

髙木綱業㈱ 

香川県産業技術

センター 

21.3百万円 
(令和２年度分) 

 

○令和２年度採択事業 （研究開発１年目の事業） 

テーマ 期間 研究機関 補助金額 

ヒト皮膚マイクロバイオーム

のバランス維持による悪玉菌

の活性抑制型皮膚用剤の高精

度生産技術の開発 

令和２年８月～ 

令和５年３月 

㈱伏見製薬所 

九州大学 

香川大学 

34.7百万円 
(令和２年度分) 

次世代半導体プロセスに対応

可能な超臨界技術を用いたウ

エハ乾燥技術の開発 

令和２年８月～ 

令和４年３月 

㈱レクザム 

(国研)産業技術

総合研究所 

29.7百万円 
(令和２年度分) 

 

４．地域共同研究開発事業（県補他）  

  ７２，２９０千円 

地域企業と連携して、開発可能性調査研究型プロジェクト、受託研究、技術指導実験、県

内産業育成支援のための調査研究、ＲＩＳＴ保有研究設備・機器の一般開放を実施し、事業

化・商品化支援を行うとともに、企業訪問による技術指導、技術講演会の開催、研究施設一

般公開等を実施した。 

また、食品産業への支援として「かがわ機能性食品等開発研究会」及び「かがわ冷凍食品

研究フォーラム」と合同のシンポジウムの開催や新機能性表示食品開発相談センターによる

機能性表示食品制度に関する相談・指導を実施した。 
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（１）研究開発事業 

① 企業支援研究事業 

食の安全･安心、環境保全、ＣＮＦ、電池電極など社会的課題・ニーズを踏まえたテーマ

を中心に、共同開発研究、開発可能性調査研究、受託研究、技術指導実験を推進した。 

区分 令和２年度実施件数 

開 発 可 能 性 調 査 研 究 

（ＦＳ研究） 

１件  

（県内１企業） 

受 託 研 究 
２件 

（県内２企業） 

技 術 指 導 実 験 ８件 

② 調査研究事業  

県内産業育成支援のため、ＲＩＳＴかがわ保有技術を活用した調査研究を実施した。 

事業名 内容・結果 

超臨界流体技術 

応用研究 

超臨界流体を応用した疎水化セルロースナノファイバー

（ＣＮＦ）開発及び事業化研究において、炭酸ガス超臨界処

理によるＣＮＦ疎水化反応実験等を行った。撥水性が付与で

き、疎水化ＣＮＦが得られたので、今後、フィルム化をめざ

して樹脂との混錬や薄膜化を検討していく。 

マイクロ波技術 

応用研究 

財団で保有しているマイクロ波（MW）処理技術の特許を応

用し、地元産冷凍サヨリの氷点以下でのマイクロ波処理によ

る小骨の脆弱化実験を行った。圧縮試験の結果、若干柔らか

くなった。 

③ 産業財産権 

令和２年度では１件が特許登録となり、実施予定のない２件の特許放棄を行い、登録特

許は６件となった。 

これまでの特許出願等の状況は次のとおりである。 

①出願件数 ②特許登録数 ③権利放棄数 登録特許保有数(②-③) 

１０３件（０） ３８件（１） ３２件（２） ６件 

※（ ）内は令和２年度の件数 
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（２）機能性食品開発支援事業 

① かがわ機能性食品等開発研究会による支援 

かがわ機能性食品等開発研究会の事業として、「かがわ冷凍食品研究フォーラム」と合同

でシンポジウムを開催し、機能性食品等に係る県内企業の研究開発や商品開発の取組みを

支援した。 

区分 内容等 

かがわ冷凍食品研究

フォーラム・かがわ機

能性食品等開発研究

会第８回合同シンポ

ジウム 

○日時 令和２年１０月２２日（木）１３：３０～１６：００ 

○場所 サンメッセ香川 中会議室 

○講演   

①「バリアシュリンクフィルムを用いたガスパック包装によ

る食品の消費期限延長と食品ロス削減並びに食品包装用ラミ

ネートフィルムの動向」 

大倉工業株式会社 合成樹脂事業部商品化グループ 商品開

発課長 阪内 邦夫 氏、ラミネート技術課長 筒井 淳浩 氏 

②「HACCPを活かす考え方とやるべきこと」 

  公益社団法人 香川県食品衛生協会  専務理事(兼)事務局長 

松本 幸三 氏 

③「食品衛生法改正について－HACCPの制度化、営業許可制度の

見直し、営業届出制度の創設等－」 

香川県健康福祉部生活衛生課食品衛生グループ  

主任 池田 光広 氏 

○参加者 ５６名 

② 機能性表示食品届出支援 

平成２７年６月に設置した新機能性表示食品開発相談センターでは、消費者庁への機能

性表示食品届出について、届出書類作成等支援業務を２社２件受託し、２件とも届出に至

るとともに、機能性表示食品開発・届出に関する相談業務（令和２年度相談件数：９６件）

を行った。 

また、令和元年度に届出支援した機能性表示食品については、令和２年度に新たに２商

品（２企業）が発売開始となった。これにより、相談センターが支援した県内企業の機能

性表示食品は１２商品となった。 

 

（３）冷凍食品産業支援事業 

かがわ冷凍食品研究フォーラムの事業として、「かがわ機能性食品等開発研究会」と合同

でシンポジウムを開催し、県内の冷凍食品を製造する企業等の研究開発や商品開発の取組

みを支援した。 

区分（再掲） 内容等（再掲） 

かがわ冷凍食品研究

フォーラム・かがわ機

能性食品等開発研究

会第８回合同シンポ

ジウム 

○日時 令和２年１０月２２日（木）１３：３０～１６：００ 

○場所 サンメッセ香川 中会議室 

○講演   

①「バリアシュリンクフィルムを用いたガスパック包装によ

る食品の消費期限延長と食品ロス削減並びに食品包装用ラミ

ネートフィルムの動向」 

大倉工業株式会社 合成樹脂事業部商品化グループ 商品開

発課長 阪内 邦夫 氏、ラミネート技術課長 筒井 淳浩 氏 

②「HACCPを活かす考え方とやるべきこと」 

  公益社団法人 香川県食品衛生協会 専務理事(兼)事務局長 

松本 幸三 氏 
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③「食品衛生法改正について－HACCPの制度化、営業許可制度の見

直し、営業届出制度の創設等－」 

香川県健康福祉部生活衛生課食品衛生グループ  

主任 池田 光広 氏 

○参加者 ５６名 

 

（４）商品化・事業化促進事業 

研究開発・技術開発終了後、実用化の段階にある企業に対して、研究者による技術移転

とともに、食品加工の専門家によるサポートを実施した。 

 

（５）研究設備・機器の一般開放 

高温高圧流体技術やマイクロ波技術に関する装置、物性測定装置及び分析装置などの研

究機器を企業等に開放した。（令和２年度利用件数：１０１件） 

 

（６）一般公開、研究発表会の開催 

ＲＩＳＴかがわの活動等について県民の方々に知ってもらうため、小学生親子を対象に

（一社）香川県発明協会と共同開催で「科学と発明」おもしろ体験学習を実施した。 

また、ＲＩＳＴかがわの保有技術の普及を図るため、県内企業等を対象に研究発表会を

開催した。 

区分 内容等 

「科学と発明」お

もしろ体験学習 

○開催日時 令和２年８月２日（日）１０：００～１５：３０ 

○開催場所 RISTかがわ 

○内容   小学生親子を対象に、下記の体験講座を実施した。 

１ かがく実験教室 

   RIST かがわ研究施設の実験機器を使い、２班に分かれ交互に、

電子レンジによるガラス細工等の体験及び電子顕微鏡等で微細な

世界の観察体験をした。 

    講師：朝日信吉主席研究員、中西勉主席研究員、補助員 

２ 発明工作教室（ドライアイス実験教室） 

   発明専門家を講師に、ドライアイスはどのようなものかを実験

をとおして学び、工作ではフィルムケースでプチロケットを作り、 

ドライアイスで発射実験をした。 

  講師：ELF 丸亀 副理事長 丹下 善弘 先生 

○参加者数：親子２３組 

令和２年度研究

発表会 

（地域共同研究

部研究員２名の

研究発表） 

○日時：令和３年３月３０日（火）13時 30分～14時 20分 

○場所：（公財）かがわ産業支援財団 RISTかがわ １階会議室  

○参加者：２０人 

○演題１「超臨界技術によるプラスチック材料への機能性付与に関す

る研究（Ⅱ）－親油性セルロース素材の開発－」 

（発表者 地域共同研究部 主席研究員 中西 勉） 

○演題２「オリーブ圧搾滓に含まれるポリフェノールの分析 

－マイクロ波照射によるオリーブ圧搾滓保存前処理の 

検討－」 

（発表者 地域共同研究部 主席研究員 朝日 信吉） 
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５．先端技術成果実用化支援事業（県補）  

  ９５４千円 

産学官連携で取り組んできた糖質バイオの研究・開発の成果を、引き続き県内企業に普及

させるため、県の補助を受け、企業や研究者との情報交換等を行ったほか、産学官の関係者

が連携による広域的な人的ネットワークを形成するため、かがわ糖質バイオフォーラムを運

営した。また、希少糖関連事業の円滑な推進を図るために総合的な調整等を行う「香川県希

少糖戦略会議」の「生産・健康・医療部会」の運営に関与し調整を図った。 

区 分 内   容 

かがわ糖質バイオフ
ォーラムの運営 

シンポジウム及び研究会を開催し、研究開発の進捗状況を発

表するほか、産学官の研究者の積極的な意見交換を行うことで、

企業と大学研究者などとの人的ネットワークの形成・拡大を図

った。 

「生産・健康・医療部
会」の調整 

希少糖のＰＲ、希少糖関連商品の販売、希少糖の生産、香川大

学での研究拠点化について情報交換、調整等を行うことにより、

希少糖関連プロジェクトの推進を図った。 

○かがわ糖質バイオフォーラム第１３回シンポジウムの開催 

① 開催日時：令和３年１月２９日 １３時～１６時４０分 

② 開催場所：かがわ国際会議場 

③ 参加者数：８７名 

④ 開催内容： 

第１部講演 

「糖代謝と脂質代謝の接点」 

 香川大学医学部内分泌代謝・先端医療・臨床検査医学講座 

教授 村尾 孝児 氏 

       「天然由来成分の免疫機能性解析」 

        産業技術総合研究所四国センター 健康医工学研究部門 

        細胞機能解析研究グループ 主任研究員 安部 博子 氏 

 

       第２部講演 

       「香川県産オリーブからの清酒醸造用酵母の探索」 

        香川県産業技術センター発酵食品研究所 主席研究員 大西 茂彦 氏 

       「オリーブ葉を活用した新しい煮干（オリーブイリコ）の開発」 

        香川県産業技術センター食品研究所 主席研究員 松原 保仁 氏 

 

       第３部総合ディスカッション 

        座長 かがわ糖質バイオフォーラム顧問 香川大学名誉教授 早川 茂 

        第一部、第二部講演者 

        

○希少糖戦略会議 生産・健康・医療部会 

＜部会での協議事項＞ 

①「かがわ希少糖ホワイトバレー」プロジェクト 

②大学等での研究状況、海外での研究状況 

③レアーシュガースウィート（ＲＳＳ）の国内市場状況及びアルロースの国内外展開 

④アルロースの特定保健用食品認可に向けての状況と機能性表示食品制度 

⑤希少糖（アルロース、ＲＳＳ等）の広報状況、普及等 

＜令和２年度開催実績＞ ※いずれも非公開。 

・第２２回  令和２年 ７月１５日（リモート形式） 

・第２３回   令和２年１１月１１日 

・第２４回  令和３年 ３月１７日 

- 16 -



 

 

６．健康関連製品開発事業（県補）  

 ３，７３０千円 

県内１５の産学官機関が策定し、国の地域イノベーション戦略支援地域の選定を受けた「か

がわ健康関連製品開発地域構想」を推進し、健康関連産業の創出を図るため、県補助金を活

用して、医療機器や福祉機器等の製品開発・事業化の促進に努めた。 

（１）地域企業の健康関連製品開発分野への新規参入等支援 

① 大型展示会への出展支援 

今後の成長が見込まれる医療・福祉分野への新規参入等を支援する取組みとして、医

療・福祉分野の総合展示会である「HOSPEX Japan 2020」に香川県ブースを出展した。 

区 分 内 容 等 

HOSPEX Japan 

2020出展 

(日本医療福

祉設備学会併

設展示会) 

会  期：令和２年１１月１１日～１３日 

開催場所：東京ビッグサイト 

主  催：（一社）日本医療福祉設備協会、（一社）日本能率協会 

出展企業・団体数：１８３ 

来場登録者数：６，３７３名 

香川県ブース出展企業：７社 

■ブース来場者数等 

ブース来場者数：６９８名、名刺交換数３２２枚、商談件数：１０３件、

試作依頼件数：１件、継続協議件数：３２件 

② 薬事マネジメント相談会の開催 

薬機法や医療機器の開発などに幅広い知識と豊富な経験を有する、ＮＰＯ医工連携推進

機構 客員研究員 吉川典子氏に薬事マネジメント相談員を委嘱し、薬事マネジメント相

談会を開催した。 

区 分 内 容 等 

第１回 

開催日時：令和２年１０月２日 １３時～１６時 

開催場所：ＦＲＯＭ香川１階スタッフルーム 

相 談 員：薬事マネジメント相談員 吉川典子氏 

開催内容：円滑な医療機器開発、製造等のための薬事マネジメントに関する

無料個別相談会 

参加者数：県内中小企業等３者 

第２回 

開催日時：令和３年２月２６日 １３時～１７時 

開催場所：ＦＲＯＭ香川１階スタッフルーム 

相 談 員：薬事マネジメント相談員 吉川典子氏 

開催内容：円滑な医療機器開発、製造等のための薬事マネジメントに関する

無料個別相談会 

参加者数：県内中小企業等３者 

 

（２）フォーラム活動への参画 

かがわ健康関連製品開発フォーラム及び微細構造デバイス研究開発フォーラムの運営 

に参画し、セミナー等を実施することにより地域企業に対して各種情報提供を行うとと 

もに、人的なネットワークの構築、産学官の連携による新事業、新産業の創出に努めた。 

① かがわ健康関連製品開発フォーラム 

設 立：平成２４年７月１日、平成２５年９月１日「ICTビジネス部会」を設置 

会 長：香川大学客員教授 山本 知生 氏 

会員数：法人会員９４、個人会員４２、賛助会員１０  計１４６ 

（うち ICTビジネス部会会員３５） 
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② 微細構造デバイス研究開発フォーラム 

設 立：平成１７年４月１日 

会 長：香川大学名誉教授 大平 文和 氏 

会員数：法人会員１９、個人会員１２、賛助会員４ 計３５ 

区 分 内容等 

微細構造デバイ

ス研究開発フォ

ーラム令和２年

度セミナー 

開催日時：令和２年１２月１１日 １３時３０分～１７時００分 

開催場所：一般会場：香川産業頭脳化センタービル２階一般研修室 

     Ｗｅｂ会場：Zoomウェビナー 

開催内容： 

講演①「光ＭＥＭＳにおける最新応用と集積化技術」 

東北大学大学院工学研究科 教授 羽根 一博 氏 

講演②「光学式ガス検知技術の進化を目指すﾏｲｸﾛﾏｼﾝ技術の応用 

     株式会社四国総合研究所 電子アグリ技術部ﾚｰｻﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 

     副主席研究員 朝日 一平 氏 

講演③「微細構造が生み出す新しい光材料と光デバイス」 

     徳島大学大学院社会産業理工学研究部理工学域 

     教授 原口 雅宣 氏 

参加者数：６２名（一般会場３０名、Ｗｅｂ会場３２名） 

 

Ⅲ 下請中小企業の振興のための事業 

 

１．下請企業振興対策事業（県補）  

  １９，９５４千円 

取引情報収

集提供事業 

下請取引のあっせん 

受発注取引を希望する登録企業の取引あっせんを行った。 
２９１件  

取引情報の収集提供 

専門調査員等が登録企業を訪問し、受発注情報や企業情報

等の収集・提供を行った。 

４０８件 

共同受注推進会議の開催 

新型コロナウイルス感染症感染拡大のため、未開催。 
－ 

広域商談会の開催 

① 四国４県合同で広域商談会を開催した。 

・「四国モノづくり合同商談会２０２０ in KOCHI 

（合同広域商談会）」 

  日 時：令和２年１１月５日 １１時～１７時 

  場 所：セリーズ体育館（高知市） 

  参加者：発注企業 ４７社 

受注企業１３４社（香川県４９社、徳島県１９

社、愛媛県３０社、高知県３６社） 

② 近畿・四国合同で広域商談会を非対面方式（電話・E メ

ールによる）で開催した。 

・「モノづくり受発注広域商談会」 

 日 時：令和２年１０月１日～１１月１５日 

 幹事県：大阪府 

 参加者：県内受注企業１１社 

・「近畿・四国合同広域商談会」 

  日 時：令和３年１月１８日～２月２６日 

  幹事県：京都府 

  参加者：県内受注企業 ９社 

３回 
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個別商談会の開催 

① 株式会社ツガワ（神奈川県横浜市） 

日 時：令和２年６月３日、４日 

  参加者：県内受注企業６社 

② 株式会社レクザム（高松市） 

日 時：令和２年９月８日 

参加者：県内受注企業３社 

③ 株式会社レクザム（高松市） 

  日 時：令和２年１０月２１日 

  参加者：県内受注企業２社 

 

有力な展示商談会への共同出展支援 

「第２５回機械要素技術展」（幕張メッセ）に出展し、かが

わ次世代ものづくり研究会会員である県内企業９社による

香川県ブースを出展する予定であったが、開催地の千葉県が

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言対象区域となって

いることを考慮し、出展を取りやめた。 

＜当初の出展計画＞ 

開催期間：令和３年２月３日～５日 

出展企業：県内のものづくり企業９社 

 

四国企業販路開拓マッチングプロジェクト 

「第２３回関西機械要素技術展」（インテックス大阪）に、

県内のものづくり系企業を対象に香川県ブースを出展し、四

国企業販路開拓マッチングプロジェクトとしてＰＲを行っ

た。 

  令和２年１０月７日～９日 

 出展企業８社 

 

水素関連見本市出展支援 

「第７回関西二次電池展（BATTERY OSAKA2020）」（インテッ

クス大阪）に出展し、県内のエネルギー関連分野企業を対象

に香川県ブースとして集団展示を行った。 

   令和２年９月９日～１１日 

   出展企業３社 

３回 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

１回 

 

 

 

 

 

 

１回 

 

 

 

下請かけこ

み寺事業 

（公財）全国中小企業振興機関協会の実施する「下請かけ

こみ寺事業」の地域拠点として、下請取引に関する様々な相

談に対応した。（弁護士無料相談含む） 

５０件 

 

Ⅳ 創業支援、ベンチャー企業育成、産業の高度化、産学官共同研究の推進等のための 

施設の管理・運営事業 

 

１．頭脳化センター施設提供事業（県補他） 

    １３８，７１１千円 

香川産業頭脳化センタービルの貸室は、創業しようとする者や創業間もない者が入居でき

る「インキュベータルーム」及び地域産業の高度化に寄与すると認められる企業等が入居で

きる「リサーチルーム」からなり、その入居については「香川産業頭脳化センタービル入居

者選考委員会」において審議するなど、適切な運営に努めた。 
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名  称 貸 室 数 入 居 状 況 

インキュベータルーム 
３７室 

 ９室 

リサーチルーム ２８室 

 ※入居者によって「インキュベータルーム」、「リサーチルーム」の区分が変わる。 

 

２．ＩＴ関連インキュベート施設管理運営事業（県補） 

   ５，６７３千円 

ＩＴを活用し新事業に取り組む起業者(ネットベンチャー)等を支援するため、高速通信回

線が整備された部屋を低料金で利用できるインキュベート施設｢ＩＴスクエア｣を香川県の補

助を受けて運営した。 

名  称 貸 室 数 入 居 状 況 

ＩＴスクエア １１室 ７室 

 

３．県有施設管理運営事業（県委）  

 ８４，４８３千円 

地域企業の技術の高度化や新分野進出を支援するためのインキュベート工房や電波暗室を

設けた県有施設の「香川県新規産業創出支援センター（ネクスト香川）」及び先端技術産業分

野の研究開発を産学官で行うための拠点施設「香川県科学技術研究センター（ＦＲＯＭ香川）」

について、県から指定管理者の指定を受け、平成２８年度から５年間、管理運営を行った。 

令和２年度に、ネクスト香川に新たに情報通信型工房４室を設置し、情報処理関連企業の

支援を強化した。 

 ネクスト香川 

  （１）入居条件等及び入居状況  

    ①入居条件等          

区分 インキュベート工房（一般型） インキュベート工房（情報通信型） 

入居 

条件  

創業又は新事業の開拓を目的として

新技術等の研究開発を行う者又は情

報処理関連事業の研究開発を行う者

であって、次の各号のいずれかに該

当するもの 

①新たに事業を営もうとするもの 

②新たに事業を営んだ日以後５年を

経過していない者 

③事業の多角化、事業の転換等により

新たな事業の分野へ進出しようと

する者 

④県内で新たに情報処理関連事業を

開始するための事務所等を設置し

ようとする者 

⑤産業振興に資するものとして知事

が認める者 

次のいずれかに該当する者 

①新たに情報処理関連事業(※)を営

もうとする者 

②情報処理関連事業を営む者であっ

て、創業後５年を経過していない者 

③事業の多角化等により新たな情報

処理関連事業分野へ進出しようと

する者 

④県内で新たに情報処理関連事業を

開始するための事務所等を設置し

ようとする者 

⑤情報処理関連事業を営む者であっ

て、本県産業の振興に資するものと

して知事が適当と認める者 

 

（※）情報処理サービス業、ソフトウ

エア業、映像・音声・文字情報制作

業、デザイン業及びインターネット

附随サービス業 
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規模 
大（120～140㎡クラス）４室 

小（65㎡クラス）   ６室 

大（30㎡クラス）２室 

小（15㎡クラス）２室 

入居

状況 
大 ３室  小 ４室 小 １室 

利用

料金 

入居から５年まで 月額１，５６０円

／㎡ 

入居から５年経過後 

月額１，８７０円／㎡ 

月額１，５６０円／㎡ 

入居

期間 

３年間 (最長５年まで延長が可能) 

ただし知事が別に定める事業の分野

に属する場合等は、最長１３年まで延

長可能。 

（知事が別に定める事業分野：地域資

源や伝統技術を活用した特長のある

食品・バイオ関連分野、健康関連分野、

先端技術や基盤技術を活用したもの

づくり分野、エネルギー・環境関連分

野） 

３年間（最長５年まで延長が可能） 

 

 

 ②入居状況 

一般型（１０室中７室入居）                       

部屋 

番号 
入居企業名 事業概要 入居年月日 

１０１ (株)かもめや 無人輸送システム、機器の研究開発 
平成２９年 

７月１日 

２０１ (株)未来機械 
窓清掃ロボット及びメカトロニクス製品の研

究開発、製造・販売 

平成２０年 

１０月１日 

２０２   空 室   

２０３   空 室   

２０４ (株)総合開発 土壌・水質浄化技術の研究開発 
平成２９年 

７月１日 

２０５ (株)Soilook 
ドローンと赤外線カメラを使ったインフラ点

検機器等の開発 

令和２年 

１月１日 

３０１ 
自然免疫制御

技術研究組合 
動物実験による健康食品産業の支援 

平成２９年 

２月１日 

３０２   空 室   

３０３ メロディ・イン

ターナショナ

ル(株) 

Ｋ－ＭＩＸと連携する胎児心拍計、遠隔医療

システム、健康生活アプリの開発 

平成２７年 

９月１日 
３０４ 
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情報通信型（４室中１室入居）                     

部屋 

番号 
入居企業名 事業概要 入居年月日 

２０Ａ   空 室   

２０Ｂ   空 室   

２０Ｃ   空 室   

２０Ｄ 
エムケイディ

合同会社 

スマートデバイスやコンピュータ及びネット

ワークを利用したシステム・アプリケーショ

ンの研究開発 

令和２年 

１１月１

日 

 

（２）ＥＭＣ総合試験施設管理運営 

ＥＭＣ総合試験施設使用状況  稼働率 ９４．５％       

区    分 利用企業数 
利用時間（実日数） 

大型電波暗室 小型電波暗室 

県内企業 １０社 ３１１時間（ ４２日） ８５９時間（１１５日） 

県外企業 ２１社 １，０６２時間（１８１日） ５９９時間（ ７９日） 

合    計 ３１社 １，３７３時間（２２３日） １，４５８時間（１９４日） 

 

（３）かがわＥＭＣ技術研究会事業 

区  分 内  容  等 

ＥＭＣ研究会 総会のみを書面にて開催 

ＥＭＣ講演会 

○開催日時 

 令和２年１１月２７日 １３時２０分～１７時 

○会  場 

 香川産業頭脳化センタービル２階一般研修室（主会場） 

              １階専門研修室（サテライト会場） 

○テーマ等 

・講演「電気回路と電波の発生」 

  岡山大学名誉教授 古賀隆治 氏（かがわ EMC技術研究会会長） 

 ・講演「電磁シールド性能と放熱性を両立する放熱孔の設計」 

  岡山県工業技術センター研究企画部 若槻友里 氏 

 ・講演「ＧＨｚ帯電界標準とアンテナ校正法の最新動向」 

  国立研究開発法人産業技術総合研究所 飴谷充隆 氏 

○参加者数（会員他） 

３８名 
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ＦＲＯＭ香川 

  （１）入居条件等及び入居状況 

    ①入居条件等          

区 分 メカトロ研究室、バイオ研究室、一般研究室、産学官連携推進室 

入居条件 

①産学官共同研究を行うグループで、産学官を２以上含み、うち１

以上が県内で主たる研究開発を行うもの 

②産学官共同研究のうち、基礎研究の成果を実用化に結びつけるた

めの研究開発を行う企業 

③産学官連携推進事業を行う法人 

規  模 

メカトロ研究室  １室 

バイオ研究室   １室 

一般研究室   １５室 

産学官連携推進室 １室 

入居状況 

メカトロ研究室：  １グループ 

バイオ研究室：   １グループ 

一般研究室１５室：１０グループ 

産学官連携推進室： １グループ 

利用料金 

産学官共同研究グループ  無料 

実用化研究企業 

 月額２，６１０円／㎡ 

（月額１，５６０円／㎡に減額される場合あり） 

産学官連携推進事業を行う法人  無料 

入居期間 
３年間（最長５年まで延長が可能） 

ただし一定の要件に該当する場合は最長１０年まで延長可能。 

 

②入居状況（１８室中１８室入居） 

研究室名 
研究グループ名 

(研究代表/使用責任者) 
研究テーマ 入居研究機関 

入居 

年月日 

メカトロ 

研究室 

マイクロ加工研究 

グループ 

(香川大学 高尾英

邦/寺尾京平) 

異分野融合型

産業にむけた

マイクロ・ナノ

デバイスの研

究 

香川大学創造工学部、

医学部、農学部 

京都大学 

静岡大学 

岡山県立大学 

香川高等専門学校 

徳島大学 

大阪府立大学 

アオイ電子㈱ 

㈱レクザム 

四国総合研究所 

ユニチャーム㈱ 

プロテノバ㈱ 

㈲ファイトロニクス 

高松帝酸㈱ 

産業技術総合研究所 

平成３０年 

１０月１日 
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バイオ 

研究室 

アルツハイマー病

予防 LPS開発グルー

プ 

(自然免疫制御技術

研究組合 杣源一郎

/ 

稲川裕之) 

アルツハイマ

ー病等の予防・

治療に向けた

LPS 創薬の基盤

構築と高 LPS農

産物栽培技術

の開発 

自然免疫制御技術研究

組合、香川大学農学部、

長野県立大学、九州大

学大学院、北海道科学

大学、鹿児島大学 

(特活)環瀬戸内自然免

疫ネットワーク 

自然免疫応用技研㈱ 

東洋ライス㈱ 

小豆島食材開発会議 

平成３０年 

８月１日 

一 般 

研究室 

(１ａ) 

酵素反応阻害剤研

究グループ 

(香川大学 中北慎

一／木下崇司) 

糖鎖加工酵素

の反応阻害剤

の研究開発 

香川大学総合生命科学

研究センター 

九州大学 

徳島大学 

㈱伏見製薬所 

平成３０年 

９月１日 一 般 

研究室 

(１ｂ) 

一 般 

研究室 

(１ｃ) 

IoT 機器開発共同研

究グループ(㈱未来

機械 三宅徹/浦治

男） 

非接触三次元

測定センサを

核とした生産

設備の IoT化シ

ステム等の研

究開発 

香川大学創造工学部㈱

未来機械 

平成２７年 

７月１日 

一 般 

研究室 

(２ a) 

オリーブ生産への

ＡＩ導入共同研究

グループ 

（(一社)美味しさ

の科学研究所 山

野善正／同上） 

センシング及

びＡＩによる

高品質な香川

県産オリーブ

の生産管理シ

ステムの開発 

(一社)おいしさの科学

研究所 

香川大学農学部 

㈱日進機械 

瀬戸内オリーブ㈱ 

平成３１年 

４月１日 一 般 

研究室 

(２ b) 

一 般 

研究室 

(２ｃ) 

脳梗塞予防ネット

ワークシステム企

画開発グループ 

(香川大学 原量宏/ 

同上) 

心房細動（Ａ

Ｆ）スクリーニ

ングシステム

の研究開発 

香川大学瀬戸内圏研究
センター 
香川大学医学部 
香川大学医学部附属病
院 
NPO法人 e-HCIK 
メロディ・インターナ
ショナル㈱ 

令和元年 

９月１日 

一 般 
研究室 
(３ａ) 複合糖質研究開発

グループ 

(香川大学 中北慎一

／ (株 )伏見製薬所 

木下崇司) 

複合糖質の研

究開発 

香川大学総合生命科学

研究センター 

㈱伏見製薬所 

平成３０年 

３月１日 

一 般 
研究室 
(３ｂ) 
一 般 
研究室 
(３ｃ) 

一 般 

研究室 

(４ a) 

先進シミュレータ共

同研究グループ 

(三咲デザイン合同会

社田島淳／香川大学

創造工学部鈴木桂輔) 

教育・研究用途

の先進シミュ

レータの研究

開発 

三咲デザイン合同会社 

香川大学創造工学部 

平成３０年 

４月１日 
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一 般 

研究室 

(４ｂ) 

自律型検査・メンテ

ロボット共同研究

グループ 

(㈱未来機械 三宅

徹/同上） 

2 次元最適施肥

量算出を目指

したリアルタ

イム自動検査

ロボットの研

究開発 

香川大学創造工学部 

香川大学医学部 

㈱未来機械 

 

平成３１年 

４月１日 一 般 

研究室 

(４ｃ) 

一 般 

研究室 

(５ａ) 

海洋細菌多糖と植

物乳酸菌の機能開

発共同研究グルー

プ 

(香川大学 岡崎勝

一郎／㈱ハマダフ

ードシステム 蓮井

昌彦) 

海洋細菌多糖

と植物乳酸菌

の機能開発 

香川大学農学部 

㈱ハマダフードシステ

ム 

㈱ピカソ美化学研究所 

富士産業㈱ 

平成２８年 

４月１日 

一 般 

研究室 

(５ｂ) 

腸内フローラ研究

グループ 

(オーブ(株) 鈴木

啓 太 ／ 香 川 大 学 

桑原知巳) 

腸内細菌叢の

網羅的解析及

び生体影響及

びアスリート

の腸内細菌叢

の特徴と機能

の解明に関す

る研究 

香川大学医学部 

オーブ(株) 

平成２９年 

４月１日 

一 般 

研究室 

(５ｃ) 

バキュロ発現系生

産限界技術共同研

究グループ 

(㈱バキュロテクノ

ロジーズ馬嶋景/同

左) 

バキュロウィ

ルス発現系の

生産限界技術

開発 

㈱バキュロテクノロジ

ーズ 

山 口 大 学 農 学 部   

㈲生産資源研究所 

日本大学医学部 

平成２８年 

４月１日 

産学官連

携推進室 

(公財)かがわ産業

支援財団（財団大津

佳裕 /財団今雪良

智） 

かがわ健康関

連製品開発地

域構想関係及

び糖質バイオ

プロジェクト

の推進 

― 
平成２４年

４月１日 

 

（２）ＦＲＯＭ香川共同機器室及びバイオ関連共同実験室 

  ① 利用状況 

    共同機器室：     ３７件 

    バイオ関連共同実験室：３５件 

 

 ②  機器利用講習会の開催 

    新型コロナウィルス感染症拡大のため中止 
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Ⅴ 新かがわ中小企業応援基金等を活用した新産業の創出、地域産業の革新等のため

の支援事業 

 

新かがわ中小企業応援ファンド等事業 

   １１０，９１０千円 

(独)中小企業基盤整備機構、香川県、金融機関及び当財団が資金を拠出した総額１１８．

５億円の「新かがわ中小企業応援ファンド」などを活用して、中小企業者等に助成を行うこ

となどにより、先端技術産業や地場産業の新たな取組みなどを支援した。また、コロナ禍に

おいても、県内中小企業の販路開拓を積極的に支援するため、オンラインを活用した食品商

談会やセミナー等を開催した。 

 

１．助成事業の状況 

（１）令和２年度助成事業の募集期間 

   令和元年１１月２７日～令和２年１月２４日 

 

（２）事業件数 

継  続【１１件   ６，７３９千円】 

新規採択【５３件  ５６，０５３千円】 

区  分 継続 
令和２年度新規 

申請件数 採択件数 

① 新分野等チャレンジ支援事業 ６ 
(うち廃止１件) 

２３ １４ 
(うち廃止１件) 

② 競争力強化研究開発支援事業 ２ １８ １０ 

③ 地場産業・地域資源活用支援事業 ２ － － 

④ 県外見本市出展支援事業 － １０ １０ 
(うち廃止 2件) 

⑤ 海外見本市出展支援事業 － ８ 
５ 

(うち廃止 1件） 

⑥ ものづくり生産性向上・スキルアップ支援事業 － ４ ４ 

⑦創業ベンチャー支援事業 
（かがわビジネスモデル・チャレンジコンペ枠１件含む） 

１ ３ ２ 

⑧ 農商工連携支援事業 － ３ ３ 

⑨ 地域資源ブランド化・販路拡大支援事業 － １８ ５ 

合計 １１ ８７ ５３ 

 

（３）助成事業の詳細 

① 新分野等チャレンジ支援事業 

県内中小企業者が取り組む新分野進出のための商品・技術開発や、市場性を見極めるた

めの試作品作成、付加価値の高い新製品開発のための実証実験などに対して支援を行った。 

 ア 継続 【６件（うち廃止１件）、助成額 ３，７４９千円】 

テーマ 事業者 

耐熱シリコングローブに関するディッピング用原手の開発 ウインセス㈱ 

環境対応包材の開発 
㈱北四国グラビア印

刷 
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小豆島そうめん・讃岐うどんの新規商材の介護食・ベビーフードへ

の新規販路開拓事業 
㈱吉太郎 

健康的で安全性の高い豆乳ジェラートの開発 ㈲久保食品 

日本初！オリーブキクラゲの試作開発 
㈱TK エステート 

【廃止】 

表面改質と凹凸形状による剥離ポリフィルムの開発 マルワ製袋㈱ 

 

イ 新規採択 【１４件（うち廃止１件）、助成額 ５，５０２千円】 

テーマ 事業者 

新ブランドを目指し、「さぬきサフラン」を活用したサフランシロッ

プの製造 
㈱ＧＲプラント 

県産豆の粉体加工による新商品開発 ㈲筒井製菓 

ポータブル脱臭機の試作品作製と実証試験 ㈱長峰製作所 

おからの出ない豆粉豆腐（大豆加工食品：仮称ソイサラダ）の開発 仁尾興産㈱ 

高度な発酵技術を利用した新規和三盆糖の開発 ばいこう堂㈱ 

香川の特産物・県産品を使用した燻製しょうゆの開発 ㈲宮地醤油醸造場 

独自のデザイン・機能等を有する木質製品の開発 ㈱モクラス 

廃棄処分された屋根瓦の再利用（ガーデニング材）技術の確立 ㈱請川窯業 

一般廃棄物由来の固形燃料原料を活用した製鉄用「フォーミング抑

制材」の開発 
㈱エコマスター 

エディブルフラワーの栄養価及び心身に与える効果に着目した加工

食品の開発 

カトーレック㈱ 

      【廃止】 

新規油性 LPS 原料を配合した油剤系化粧品“バーム”の開発 自然免疫応用技研㈱ 

道路工事用三槽式タンクの開発 ハイブリッド㈱ 

分娩監視装置 iCTG の小型化とデザイン変更によるユーザビリティ

の向上 

メロディ・インターナ

ショナル㈱ 

オリーブ樹木スモークウッドの専用スモーカーの開発と販路開拓 ㈱山一商店 

 

② 競争力強化研究開発支援事業 

独創的な研究開発や、特許権等を活用した付加価値の高い新製品・新技術の開発等に対

して支援を行った。 

 ア 継続 【２件、助成額 ７００千円】 

テーマ 事業者 

麺の品質向上に伴う競争力強化 ㈱久保田麺業 

住環境における現場型漏水検知・診断システムの開発 ㈱日進機械 
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イ 新規採択 【１０件、助成額 ３０，８３０千円】 

テーマ 事業者 

知的財産（折畳み自転車の特許）を活用した炭素繊維強化プラステ

ィック（ＣＦＲＰ）製高性能電動アシスト付き折畳み自転車の研究・

開発 

㈲アイヴエモーショ

ン 

牛解体における自動背割り装置の開発 インターマシン㈱ 

漏洩ガスの多成分同時検査が可能な重量 300ｇの超小型１ライン赤

外分光装置 
㈱Soilook 

ベルトコンベアモニタリングシステム（IoT）市場投入前の、顧客現

地での実機試験品の製作・据付、実証研究 
㈱三和テスコ 

イヌ・ネコ用テーラーメイドガンワクチンの開発 
(有)四国動物医療セン

ター 

ディープラーニングによる屋外空間移動物体の位置取得精度を飛躍

的に向上させる技術 
㈲電マーク 

メタノール燃料電池を搭載した、移動型非常用電源システムを確立

するための実証実験 
バリオスター㈱ 

左右非対称な糖鎖構造を持つ抗体の開発 ㈱伏見製薬所 

マイクロニードル製剤の量産化  ㈱メドレックス 

視覚障がい者用環境認知デバイス“RtFグラス”開発事業 ㈱Raise the Flag． 

 

③ 地場産業・地域資源活用支援事業 

地場産品または県が指定した地域資源を活用した新製品の開発や販路開拓等に対して支 

援を行った。 

継続 【２件、助成額 １，４２２千円】 

テーマ 事業者 

東かがわの縫製技術を活用した自社ブランドの生産能力向上及び販

路開拓 
アーバン工芸㈱ 

高品質化粧品の開発 金両㈱ 

 

④ 県外見本市出展支援事業 

県内中小企業者等に対して、国内で開催される見本市への出展の支援を行った。 

新規採択 【１０件（うち変更６件、廃止２件）、助成額 １，１４７千円】 

テーマ 事業者 

第 9回全国やきものフェア inみやぎ 

→ やきものワールド《変更》 
㈱川口屋漆器店 

危機管理産業展（RISCON TOKYO）2020 ㈱空撮技研    【廃止】 

第一回 名古屋 計測・検査・センサ展 ㈱コヤマ・システム 

【関西】外食ビジネスウィーク 2020 

→ 【関西】外食ビジネスウィーク 2021《変更》 
(合)さぬき農園ぐらし 

防犯防災総合展 2020 四国プランニング㈱ 

【日本の食品】輸出 EXPO2020 

→ 【日本の食品】輸出 EXPO2021《変更》 
宝食品㈱ 

地方銀行フードセレクション 2020 

→ データベース商談会《変更》 
㈲パイプライン 

- 28 -



 

 

リフォーム産業フェア 2020 

→ リフォーム産業フェア 2021 in 東京《変更》 
㈱マルトク 

外食ビジネスウィーク 2020 第２回フードデリバリー・テイク

アウト展 
㈱マルモ印刷   【廃止】 

バリアフリー2020 

→ バリアフリー2021《変更》 
㈱Raise the Flag. 

 

⑤ 海外見本市出展支援事業 

県内中小企業者等に対して、海外で開催される見本市への出展の支援を行った。 

新規採択 【５件（うち変更４件、廃止１件）、助成額 ８００千円】  

テーマ 事業者 

中国厦門国際佛事用品（春季）展示会（５月 中国・厦門市） 

→ 中国厦門国際佛事用品（春季）展示会 2021《変更》 
㈱岩佐佛喜堂 

SIAL CHINA 2020（９月 中国・上海） 

→ SIAL CHINA 2021（５月）《変更》 
鎌田醤油㈱ 

MAN/WOMAN（６月 フランス・パリ） ㈲川北縫製   【廃止】 

New York Mutual Trading Inc. 27th Food and Restaurant EXPO

（９月 米国・ニューヨーク） 

→ New York Mutual Trading Inc. 27th Food and Restaurant 

EXPO2021《変更》 

㈱タケサン 

Viet beauty 2020（７月 ベトナム・ホーチミン） 

→ hktdc.com Sourcing 

（香港貿易発展局 BtoBオンライン展示会）《変更》 

㈱マリーヌ 

 

⑥ ものづくり生産性向上・スキルアップ支援事業 

中小企業者等が製造現場におけるコスト削減等を目的に行う、専門コンサルタントを活 

用した製造現場の改善事業や、企業が実施する人材育成研修事業に対して支援を行った。

新規採択 【４件、助成額 ４，５０３千円】 

テーマ 事業者 

科学的手法を駆使しつつ、発想を転換し、時代の激変に変化に対応し

ていく為の生産性向上プログラム 
一光電機㈱ 

存亡の機に瀕した国内で唯一引田に残った「むしろ麹」製法を継承す

る醤油蔵「かめびし」存続のための業務プロセス全体（商品・製造・

販売・事務等）の抜本的な改革 

㈱かめびし 

社内カウンセリング体制の構築による生産性向上 ㈱ＦＵＪＩＤＡＮ 

全員参加の VM活動で生産性向上とリードタイム短縮を達成し、顧客

満足向上と企業体質の強化を図る 
マルワ製袋㈱ 

 

⑦ 創業ベンチャー支援事業 

新規創業者や創業間もない企業が行う、新規性、独創性のある事業等に対して支援を行

った。 

ア 継続 【１件、助成額 ８６８千円】 

テーマ 事業者 

地域ブランドプロデュースし地場産業にイノベーションを興す「伊

吹島プロジェクト」 
加地 正人 
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イ 新規採択 【２件、助成額 ３，５９９千円】 

テーマ 事業者 

“隠れ不登校”生徒サポート事業 香川発「もう一つの我が家」構築 ＡＫＡＲＩサポート 

保多織の新展開－保多織の新しい可能性を探る－ ツムギ 

 

⑧ 農商工連携支援事業 

  中小企業者が農林漁業者と連携し、互いの経営資源や先端技術等を活用して行う新商品・

新サービスの開発等に対して支援を行った。 

新規採択 【３件、助成額 ６９１千円】 

テーマ 事業者 

規格外農林水産物等を活用した新たな冷凍食品等の開発と販路開拓 共栄冷凍水産㈱ 

県産花きの新たな流通・販売方法の実証 ㈱高松花市場 

いちご、柑橘など小豆島産農産物を有効活用した常温流通商品の開

発と販路開拓 
㈱FURYU 

 

⑨ 地域資源販路拡大支援事業 

【地域資源ブランド化・販路拡大支援事業】 

地域の資源を活用した商品の開発、デザイン開発等によるブランド力の強化、戦略的な 

情報発信等による販路拡大のための実効性のある取組みに対して支援を行った。 

新規採択 【５件、助成額 ８，９８１千円】 

テーマ 事業者 

縫製技術を活用した新規レディースブランドの確立 ㈲川北縫製 

伊吹産いりこラーメン商品の開発 ㈱久保田麺業 

産業用手袋における市場開拓を目的とした産業用オリジナルブラン

ド「BULLWORK（仮称）」の事業化 

㈱ダイコープロダク

ト 

「ダイシモチ」を活用した長期保存食の商品開発および販路開拓 宝食品㈱ 

地球環境にやさしいブランド商材の開発及び拡販 ㈱フクシン 

 

２．産業支援機関事業（財団直営事業を含む。）の状況 

① 高度産業人材育成事業 

分野 実施講座数 受講者数（延べ） 

ＩＴ技術研修  １０ ８５名 

次世代ものづくり技術研修 ３ １３名 
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② 地域企業国内販路開拓支援事業 

事 業 名 実  績 件数等 

発注開拓支援事業 

大手企業出身者（経営支援ＮＰＯクラブ会員）の人脈及

び経験を活用し、発注案件や情報収集の発掘を行った。 

・発注案件の探索及び紹介件数 １６件 

・窓口の紹介や商談機会の創出件数 ３５件 

・展示商談会の開催支援件数    ３件  

５４件 

かがわものづくり新

技術展示商談会開催

事業 

県内の企業や研究機関等が有する優れたものづくり技

術・製品等をＰＲするため、県外大手メーカーに対して一

堂に展示し、商談会を通じて本県企業の新規取引先の開拓

と受注機会の拡大を図る予定であったが、新型コロナウイ

ルス感染症感染拡大のため、開催を中止した。 

0回 

食品商談会開催事業 

【食品商談会】 

テレビ会議システムを利用した、オンラインによる県内

のセラー（食品事業者）と県外のバイヤーとの個別マッチ

ング商談形式によるリモート商談会を開催した。 

 ・開催日時 令和２年１１月１３日、２４日 

 ・開催場所 JRホテルクレメント高松 

 ・参加企業 ３４社 

・バイヤー  ５社【百貨店、総合スーパー他】 

・商談件数 ６０件 

 

（追加開催※） 

・開催日時 令和３年３月２４日、２５日 

 ・開催場所 香川産業頭脳化センタービル 

 ・参加企業 １３社 

・バイヤー  ２社【総合スーパー等】 

・商談件数 ２２件 

※ 出展中止となった「スーパーマーケット・トレード

ショー」の出展予定者を対象に、販路拡大のための商

談機会を創出するため、首都圏バイヤーとのリモート

食品商談会を開催した。 

４回 

食品見本市出展事業 

【スーパーマーケット・トレードショー】 

香川県食品産業の魅力を発信するとともに、県内食品関

連企業の販路開拓を支援するため、国内最大級の食品関連

見本市である「スーパーマーケット・トレードショー２０

２１」に、香川県ブース(２６小間)を出展する予定であっ

たが、新型コロナウイルス感染症感染拡大のため、出展を

とりやめた。 

・開催日時 令和３年２月１７日～１９日 

・開催場所 幕張メッセ全館 

－ 
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③ 地域企業海外販路開拓支援事業 

事 業 名 内  容 件 数 等 

国際取引支援事

業 

国際取引支援アドバイザー

を配置し、相談会の開催等に

より、県内企業の国際取引相

談に対応するとともに、課題・

ニーズの把握を行った。 

国際取引支援アドバイザー２名配置 

 

個別相談 ２１件 

（インターネット回線を利用した個別

相談３件含む） 

「かがわ海外ビ

ジネス支援総合

サイト」の運営 

財団 HP 内に開設している海

外ビジネス専用サイトを活用

し、各支援機関の海外ビジネス

支援に関する情報を一元化し

て発信することにより、県内企

業の海外展開の支援を行った。 

主な内容 新着情報、財団事業、香川県

上海ビジネス展開支援事業、

海外ビジネス情報、中国

NAVI他 

 

④ 地域資源販路拡大支援事業 

事 業 名 内    容 

 

ビジネスマッチン

グ創出支援事業 

地域の認知度や地域活力向上を図るため、地域資源に特化した販路

拡大支援事業を実施することで、香川県の顔となる地域資源が全国的

に認知され、販路拡大につながるよう中小企業者等を支援した。 

【個別商談会】 

新型コロナウイルス感染症感染拡大のため、未実施。 

 

【地域資源活用型食品見本市出展事業】 

 香川の産品をリードする地域の資源であるオリーブや希少糖に特

化し、「スーパーマーケット・トレードショー2021」への出展支援（参

加企業２社）を行う予定であったが、新型コロナウイルス感染症感染

拡大のため、出展をとりやめとなった。 

 ・開催日時 令和３年２月１７日～１９日 

・開催場所 幕張メッセ全館 

 

【販路拡大トータルサポート事業】 

①「地域資源販路拡大商談会 2020inかがわ」 

大都市圏等県外バイヤー及び県内バイヤーを招聘し、県内地場産業

者等との商談会を開催した。 

 ・日時 令和２年１１月２５日、２６日 

 ・場所 株式会社 河内小学校（三豊市山本町） 

 ・招聘バイヤー１５社（首都圏等の小売店、セレクトショップ他） 

 ・参加セラー  ２２社 

 ・商談件数 ２９７件、成立 ２件 

  商談継続  ６４件 

②フォローアップ事業 

 地域の資源を活用した商品の販路拡大を目指す２事業者に対して、

専門家によるフォローアップを実施するとともに、展示会出展支援を

行い、販路拡大をサポートした。 

・専門家    

(株)グローバルフォルムコンクリート  代表取締役 健石 直材 氏 

こだわり食品きしな屋 代表 岸菜 賢一 氏 

・出展展示会：「ＦＡＢＥＸ関西 2020」 
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地域資源コーディ

ネート事業 

コーディネーターを２名配置し、新かがわ中小企業応援ファンド等

事業（地域資源ブランド化・販路拡大支援事業）等の幅広い利用促進、

シーズの発掘等を行った。 

ブラッシュアップ 

支援事業 

成約につながる販路開拓手法の仕組みづくりのための販路開拓支援

セミナーを開催した。 

【販路開拓支援セミナー】 

・開催日時：令和２年１０月５日 

 ・開催場所：香川産業頭脳化センタービル 

２階一般研修室 

 ・開催内容：基調講演「選ばれる商品づくりと販路開拓セミナー ～

地域の資源を活かしたヒット商品のつくり方・バイヤ

ーに選ばれる展示・販売方法～」 

 ・講  師：㈱生産者直売のれん会 

        取締役 伊藤 拓哉 氏 

 

地域資源を活用しているものづくり企業の販路拡大につなげること

を目的にしたセミナーで、一般会場を設けつつオンラインツールを併

用し開催した。 

【国際取引支援セミナー】 

 ・開催日時：令和２年１０月１２日 

 ・開催場所：香川産業頭脳化センタービル 

２階一般研修室（一般会場） 

 ・オンラインツール：Zoom（ウェビナー） 

 ・開催内容：基調講演「withコロナ時代の AI・IoT活用 

～技術革新と海外展開への準備～」 

 ・講  師：㈱ハート・クオリア 

        代表取締役 座間 安紀夫 氏 

 

⑤ 新規発掘・事業化コーディネート事業 

専任コーディネーター等を配置し、積極的な中小企業回りを通じて、新たなシーズの発

掘や事業化の支援、事業終了後のフォローアップ、成果検証等を行った。 

 

⑥ 成果事例集の発刊 

新かがわ中小企業応援ファンド等事業の支援制度の周知や事業者の販路拡大につなげる

ことを目的に、支援制度を活用した数多くの事例の中から、優れた成果をあげた、または

期待される事例をメニューごとに広く紹介した成果事例集を作成した。 

 

収益事業 

１．産業会館事務室提供事業  

   ２，５３４千円 

産業会館５階に所有するスペースを、公益社団法人香川県シルバー人材センター連合会、

一般財団法人消防試験研究センター香川県支部及び香川県中小企業団体中央会に対し、賃貸

した。 
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その他の事業（相互扶助等事業） 

１．異業種交流事業  

  １，３１２千円 

（１）かがわ産業振興クラブ運営事業 

知事との意見交換会や、セミナーを開催するとともに、機関誌やメールマガジン等によ

り産業情報の提供を行った。 

事 業 内 容 開 催 日 参加者数 

知事との意見交換会 令和 ２年１１月１９日    ３６名 

セミナー（オンライン配信あり） 令和 ３年 ２月２６日    ８９名 
※オンライン視聴を含む 

県外企業等見学会 
新型コロナウイルス感染症感染拡

大のため開催中止 
   ― 

 

（２）異業種交流等への支援 

各種団体の事務局として当該団体の活動を支援した。 

団 体 名 団 体 概 要 活 動 内 容 

香川マルチメディア

ビジネスフォーラム 

（会員数 ２７） 

ＩＴを活用した経営の向上や新たなビ

ジネスの創出を図るとともに、会員企

業の交流を促進し、本県産業の振興に

寄与することを目的として設立された

団体 

○講演会 

○オンライン施設セミナー等 

香川県デザイン協会 

（会員数 ７８） 

県内におけるデザイン振興の中核とし

て、優れたデザインが生み出される環

境づくりや、産業界等との連携による

産業及び地域文化の発展を図るため、

県内デザイナー等により設立された団

体 

○フリーマーケット 

○四国デザインフュージョン 

○学生表彰  

○理事会 

○会報発行 等 

さぬきプラザ 21 

（会員数 １７） 

技術・市場関連の問題等に関する意見・

情報の交換により、会員企業の技術及

び経営力の向上を図るため、県内企業

で構成された異業種交流の団体 

○講演会  

○見学会  

○総会、交流会 

○会員間の情報交換 等 
かがわプラザ 2004 

（会員数 ３５） 

ＪＳ研究会 

（会員数 ３５） 

県内中小企業の自立化推進や人材育

成・経営基盤の強化等を研究するため、

県内のものづくり系企業で組織された

団体 

○講演会  

○見学会  

○人材育成研修 

○総会、交流会 等 

香川インテリジェン

トパーク交流推進協

議会 

（会員数 ３７） 

香川インテリジェントパーク（ＫＩＰ）

に立地する企業や団体等の理解、交流

及び情報交換を推進し、相互の技術、

経営及び学術、文化の向上を図るため

に設立された団体 

○総会 

○会員間の情報交換 

○香川インテリジェントパ

ークの一斉清掃 

○献血 等 

 

２．香川県発明協会事務運営事業 

  １，０３５千円 

一般社団法人香川県発明協会の事務運営業務を受託した。 
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法人会計 

１．一般管理運営事業 

  ９４，０８５千円 

財団運営の全般的管理を行うとともに、理事会及び評議員会の開催、基金等運用収入の確

保等により財団事業の円滑実施に努めた。 

[評議員会の開催状況] 

回次 開催年月日 開催場所等 主要議題 

第４０回評議員会 令和 ２年 ４月２４日 持ち回り 
１「評議員の選任について」 

２「理事の選任について」 

第４１回評議員会 令和 ２年 ６月３０日 高松国際ﾎﾃﾙ 
１「定款の変更について」 

２「監事の選任について」 

３「評議員の選任について」 

  

[理事会の開催状況] 

回次 開催年月日 開催場所等 主要議題 

第１０６回

理事会 
令和 ２年 ６月 ５日 

香川県新規産

業創出支援セ

ンター３階 

大会議室 

１「令和元年度事業報告及び収支決算について」 

２「令和元年度資金運用実績について」 

３「令和２年度収支補正予算について」 

４「就業規程の一部改正について」 

５「評議員会の招集について」 

第１０７回

理事会 
令和 ２年 ９月３０日 持ち回り １「令和２年度収支補正予算について」 

第１０８回

理事会 
令和 ３年 ３月 ３日 

香川産業頭脳

化センタービ

ル１階専門研

修室 

１「令和２年度収支補正予算について」 

２「令和３年度資金運用計画について」 

３「令和３年度事業計画及び収支予算について」 

４「資金運用指針の一部改正について」 

５「組織規程の一部改正について」 

６「常勤理事の報酬について」 
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